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運動能力転写技術：脳波を活用した運動支援
身体を動かさなくても、脳波で車いすなどの

デバイスを動かせます
＃ウェルビーイング・人的資本経営

センサ付け外しや使用中の疲労、運動意図の連続的
な切り替えによる脳波の変化に対応できず運動意図
推定精度が低下してしまいます。

脳波を用いたデバイス操作を通じて、身体の制約を
超えた活動を実現します。

①運動意図が切り替わったタイミングを考慮するパラメータ
（フェーズトークン）を内部に組み込む独自深層学習モデル
②利用時の状況から明らかな推定誤りと判断できるデータに特
別なラベル（補ラベル）を付与し、逐次モデル更新する弱教師
あり学習技術

①切替を意図したタイミングから精度低下が起きる期間で、市
中技術EEGConformerに対して4.94％の推定精度低下の抑制を
実現
②市中技術EEGNetを用いた3class分類において、9.5%の推定
精度低下の抑制を実現

ブレインテック領域において、運動に制約のある人（運動障がい者、または健常者でも荷物などで一時的に運動ができない人）のデバ
イス・アバタ操作支援に適用（技術確立予定時期：2025/4Q）[2030年でのBMI/脳計測装置市場規模：1兆2000億円]

出展社＝日本電信電話株式会社

問い合わせ先URL

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=201&param03=G03-01
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